
条

約

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
次
項
及
び
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
新
法
」
と

い
う
。）第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い

う
。）か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
日
以
後
に
行
う
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
取
得
に
つ
い
て
適
用
す

る
。

２

新
法
第
五
十
三
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）は
、
施
行
日
以
後
に
さ

れ
た
貨
物
の
輸
出
又
は
輸
入
に
関
し
て
の
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
五
十
三
条
第
一
項
又
は
新
法
第
五
十
三
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
さ
れ
た
貨
物
の
輸
出
又
は
輸
入
に
関
し
て
の
外
国
為

替
及
び
外
国
貿
易
法
第
五
十
三
条
第
一
項
又
は
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
五
十
三

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を

含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
四
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

（
財
務
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

財
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
五
十
三
号
中
「
及
び
外
国
投
資
家
」
を
「
並
び
に
外
国
投
資
家
」
に
改
め
、「
い
う
。）」
の
下
に

「
及
び
同
法
第
二
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
取
得
（
同
号
に
お
い
て
「
特
定
取
得
」
と
い
う
。）」を
加
え
る
。

第
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
対
内
直
接
投
資
等
」
の
下
に
「
、
特
定
取
得
」
を
加
え
る
。

総
務
大
臣

山
本

早
苗

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

松
野

博
一

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣

山
本

公
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
の
遺
伝
資
源
の
取
得
の
機
会
及
び
そ
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
の
公
正
か
つ
衡
平
な

配
分
に
関
す
る
名
古
屋
議
定
書
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

条
約
第
十
号

生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
の
遺
伝
資
源
の
取
得
の
機
会
及
び
そ
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
の
公
正
か
つ
衡

平
な
配
分
に
関
す
る
名
古
屋
議
定
書

こ
の
議
定
書
の
締
約
国
は
、

生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。）の
締
約
国
と
し
て
、

遺
伝
資
源
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
の
公
正
か
つ
衡
平
な
配
分
が
条
約
の
三
つ
の
中
核
的
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
を
想
起
し
、
及
び
こ
の
議
定
書
が
条
約
の
枠
組
み
に
お
け
る
こ
の
目
的
の
実
現
を
追
求
す
る
こ
と
を
認
識
し
、

諸
国
が
自
国
の
天
然
資
源
に
対
し
て
及
び
条
約
に
基
づ
い
て
有
す
る
主
権
的
権
利
を
再
確
認
し
、

さ
ら
に
、
条
約
第
十
五
条
の
規
定
を
想
起
し
、

条
約
第
十
六
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定
に
従
い
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
遺
伝
資
源
に
価
値
を
付
加
す
る
た
め
の
研

究
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
技
術
移
転
及
び
協
力
が
持
続
可
能
な
開
発
に
果
た

す
重
要
な
貢
献
を
認
識
し
、

生
態
系
及
び
生
物
の
多
様
性
の
経
済
的
価
値
に
つ
い
て
公
衆
を
啓
発
す
る
こ
と
並
び
に
こ
の
経
済
的
価
値
を
生
物
の

多
様
性
の
管
理
者
と
公
正
か
つ
衡
平
に
配
分
す
る
こ
と
が
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全
及
び
そ
の
構
成
要
素
の
持
続
可
能

な
利
用
を
奨
励
す
る
重
要
な
措
置
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
が
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
、
貧
困
の
撲
滅
並
び
に
環
境
の

持
続
可
能
性
の
確
保
に
貢
献
し
、
こ
れ
に
よ
り
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
達
成
に
貢
献
す
る
潜
在
的
な
役
割
を
有
す
る

こ
と
を
認
め
、

遺
伝
資
源
の
取
得
の
機
会
と
遺
伝
資
源
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
の
公
正
か
つ
衡
平
な
配
分
と
の
間
の
相
互
関
係
を

認
め
、

遺
伝
資
源
の
取
得
の
機
会
及
び
そ
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
の
公
正
か
つ
衡
平
な
配
分
に
関
す
る
法
的
な
確
実
性
を

提
供
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
、

さ
ら
に
、
遺
伝
資
源
の
提
供
者
と
利
用
者
と
の
間
の
相
互
に
合
意
す
る
条
件
に
つ
い
て
の
交
渉
に
お
け
る
衡
平
及
び

公
正
を
促
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
、

ま
た
、
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
お
い
て
女
性
が
不
可
欠
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
認
識
し
、
並
び
に
生
物

の
多
様
性
の
保
全
の
た
め
の
政
策
の
決
定
及
び
実
施
の
全
て
の
段
階
に
お
け
る
女
性
の
完
全
な
参
加
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、

条
約
の
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
規
定
の
効
果
的
な
実
施
を
更
に
支
援
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

遺
伝
資
源
及
び
遺
伝
資
源
に
関
連
す
る
伝
統
的
な
知
識
で
あ
っ
て
、
国
境
を
越
え
た
状
況
で
存
在
す
る
も
の
又
は
情

報
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
を
与
え
る
こ
と
若
し
く
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
の
公
正
か

つ
衡
平
な
配
分
に
対
処
す
る
た
め
、
革
新
的
な
解
決
策
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
、

食
糧
安
全
保
障
、
公
衆
衛
生
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全
並
び
に
気
候
変
動
の
緩
和
及
び
気
候
変
動
に
対
す
る
適
応
に

と
っ
て
遺
伝
資
源
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

農
業
に
係
る
生
物
の
多
様
性
が
特
別
の
性
質
及
び
他
と
異
な
る
特
徴
を
有
す
る
こ
と
並
び
に
農
業
に
係
る
生
物
の
多

様
性
の
問
題
が
特
有
の
解
決
策
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
認
識
し
、

全
て
の
国
が
食
料
及
び
農
業
の
た
め
の
遺
伝
資
源
に
関
し
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
こ
と
並
び
に
当
該
遺
伝
資
源
が
貧

困
の
軽
減
及
び
気
候
変
動
の
文
脈
に
お
け
る
世
界
的
規
模
の
食
糧
安
全
保
障
の
達
成
及
び
農
業
の
持
続
可
能
な
発
展
に

と
っ
て
特
別
の
性
質
及
び
重
要
性
を
有
す
る
こ
と
を
認
識
し
、
ま
た
、
こ
の
点
に
関
し
、
食
料
及
び
農
業
の
た
め
の
植

物
遺
伝
資
源
に
関
す
る
国
際
条
約
及
び
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
の
食
料
及
び
農
業
の
た
め
の
遺
伝
資
源
に
関
す
る
委

員
会
の
基
本
的
な
役
割
を
認
め
、

世
界
保
健
機
関
の
国
際
保
健
規
則
（
二
千
五
年
）
並
び
に
公
衆
衛
生
に
係
る
準
備
及
び
対
応
の
た
め
に
人
の
病
原
体

の
取
得
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
留
意
し
、

取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
連
す
る
他
の
国
際
的
な
場
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
作
業
を
認
め
、

食
料
及
び
農
業
の
た
め
の
植
物
遺
伝
資
源
に
関
す
る
国
際
条
約
の
下
で
設
立
さ
れ
た
取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分

に
関
す
る
多
数
国
間
の
制
度
が
条
約
と
調
和
す
る
方
法
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
想
起
し
、

取
得
の
機
会
及
び
利
益
の
配
分
に
関
す
る
国
際
文
書
が
条
約
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
相
互
に
補
完
的
で
あ
る
べ

き
こ
と
を
認
識
し
、

条
約
第
八
条
⒥
の
規
定
が
遺
伝
資
源
に
関
連
す
る
伝
統
的
な
知
識
及
び
そ
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
の
公
正
か
つ
衡

平
な
配
分
に
つ
い
て
有
す
る
関
連
性
を
想
起
し
、

遺
伝
資
源
と
伝
統
的
な
知
識
と
の
間
の
相
互
関
係
、
遺
伝
資
源
及
び
伝
統
的
な
知
識
が
先
住
民
の
社
会
及
び
地
域
社

会
と
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
性
質
並
び
に
生
物
の
多
様
性
の
保
全
及
び
そ
の
構
成
要
素
の
持
続
可
能
な
利
用
の
た
め
並

び
に
こ
れ
ら
の
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
暮
ら
し
の
た
め
に
伝
統
的
な
知
識
が
有
す
る
重
要
性
に
留
意
し
、




		2017-05-23T14:52:09+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




